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変更要旨

　

令和７年度岩手県水防計画（案）　変更要旨及び変更対照表

※本変更対照表には、主なものを抜粋して記載しています。（誤字・脱字や所在地・連絡先等の経常的な変更は除く）
※変更後の追記・修正箇所は赤字記載しております。

１　第4章　県が行う水防警報及び図表10-1岩手県水防本部設置（廃止）基準及び体制
　　・県が行う水防警報における内容・発表基準の変更
　　・岩手県水防本部設置（廃止）基準及び体制の変更
　　◇水防計画案：p９、297
　　◇変更対照表：p２～４

２　図表4-8　岩手県知事が行う水防警報
　　・待機水位の追加、基準水位の見直しに伴う変更及び水位周知河川等の新規指定に伴う更新
　　※令和７年６月１日時点の情報を記載
　　◇水防計画案：p138～143
　　◇変更対照表：p５～７

３　図表4-9　県水防連絡系統図
　　・水位周知河川の水位超過情報（避難判断水位・氾濫危険水位）の伝達先追加及び
 　水位周知河川の新規指定に伴う更新
　　◇水防計画案：p144～164
　　◇変更対照表：p８

４　図表5-5　危機管理型水位計による水位の観測箇所一覧
　　・危機管理型水位計の新規設置及び移設に伴う更新
　　◇水防計画案：p218、219
　　◇変更対照表：p９～10

５　その他（※次ページ以降の変更対照表では記載を省略）
　　以下について、時点修正等の軽微な変更を行った。

（１）本文（第10章水防活動）⇒案p16
 　　 ※  「都道府県版」水防計画作成の手引きの改訂に伴う文言等の変更
（２）図表2-2 市町村別消防団（水防団）員数及び水防管理団体一覧表 ⇒案p33
      ※時点更新
（３）図表3-3 重要水防箇所調書（県管理）⇒案p71、94、95、101
      ※時点更新
（４）図表4-4及び図表4-6⇒案ｐ133、135
      ※国が行う洪水予報及び水防警報における各予報区域及び区域を所管する機関名の明示
（５）図表4-5 北上川上流、雫石川、猿ケ石川洪水予報の伝達系統図 ⇒案p134
      ※系統図の整理
（６）図表4-7 国土交通省が行う水防警報　伝達系統図 ⇒案p137
      ※系統図の更新
（７）図表5-4 水位の観測箇所一覧表 ⇒案p203～217
      ※各項目数値等修正
（８）図表7-1 岩手県内ダム施設一覧表 ⇒案p236～237
      ※各項目水位等修正
（９）図表7-3 津波、高潮　連絡系統図 ⇒案p258～274
    　※記載内容の表現適正化
（10）図表8-1 水防関係機関電話番号一覧 ⇒案p275～283
    　※連絡先の追加、修正等
（11）図表9-2 水防管理団体の水防備蓄器具、資材一覧表 ⇒案p288～293
    　※保有器具資材の時点更新

（12）参考9 砂防指定地指定表 ⇒案p382～387
    　※新規指定に伴う時点更新
（13）参考12 浸水センサ表示システム（国土交通省） ⇒p388
　　  ※県ホームページ掲載先としてURLとQRコードの追加

資料１
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１　第4章　県が行う水防警報　・　図表10-1岩手県水防本部設置（廃止）基準及び体制　　※P９、296

【解説】

（１）県が行う水防警報における内容・発表基準の変更
　　①　従来は水防警報にかかる「待機」及び「準備」の発表基準水位を併せて水防団待機水位と同値に設定していたが、それぞれの警報を明確に分け、準備水位を新たに設置した。
　　②　待機水位は、水防団待機水位と同値のままとし、各水防機関が情報の収集及び連絡を開始し、待機する基準とした。
　　③　準備水位は、出動水位到達までのリードタイムを考慮して設定し、各水防機関が出動の準備を開始する基準とした。
（２）岩手県水防本部設置（廃止）基準及び体制の変更
　　（１）の変更に伴い、岩手県水防本部設置（廃止）基準及び体制を変更する。

◆参考：水防警報発表イメージ図（県管理河川　見直し案）
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１　第4章　県が行う水防警報　・　図表10-1岩手県水防本部設置（廃止）基準及び体制　　※P９、296

P９ 変更前 変更後
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１　第4章　県が行う水防警報　・　図表10-1岩手県水防本部設置（廃止）基準及び体制　　※P９、296

P296 変更前 変更後
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２　図表4-8　岩手県知事が行う水防警報　　※P138～143

【解説】

P141 変更前 変更後

（１）準備水位の追加に伴う更新
　　①　従来は水防警報にかかる「待機」及び「準備」の発表基準水位を併せて水防団待機水位と同値に設定していたが、それぞれの警報を明確に分け、準備水位を新たに設置した。
　　②　待機水位は、水防団待機水位と同値のままとし、各水防機関が情報の収集及び連絡を開始し、待機する基準とした。
　　③　準備水位は、出動水位到達までのリードタイムを考慮して設定し、各水防機関が出動の準備を開始する基準とした。

◆参考：水防警報及び水防団待機水位について
　①水防警報について（水防法第２ 条第８項、第16条）
　　 国土交通大臣又は都道府県知事が、洪水、津波又は高潮により国民経済上重大又は相当な損害が生じるおそれがあると認めて指定した河川、湖沼又は海岸（水防警報河川等）について、国土交通省又は都道府県の機
  関が、　洪水、津波又は高潮によって災害が起こるおそれがあるとき、水防を行う必要がある旨を警告して行う発表をいう。
　②水防団待機水位（通報水位）について（水防法第12条第１項）
　 　量水標の設置されている地点ごとに都道府県知事が定める水位で、各水防機関が水防体制に入る水位（法第12 条第１項に規定される通報水位）をいう。水防管理者又は量水標管理者は、洪水若しくは高潮のおそれがあ
  る場合において、量水標等の示す水位が水防団待機水位（通報水位）を超えるときは、その水位の状況を関係者に通報しなければならない。
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２　図表4-8　岩手県知事が行う水防警報　　※P138～143

【解説】

変更前

P138

P139

P140

P141

変更後

P138

P139

P140

P141

（２）水防警報等を行う基準水位の見直しについて
　　危険個所の再設定や水位計の変更及び設置による基準水位等の見直しに伴い更新する。
　  ・夏川（小谷橋）、大股川（高屋敷）、宇部川（宇部）

◆参考：水位周知区間及び基準水位の設定方法について
 ①使用する水位計で水位周知出来る区間（受持ち区間）を、支川の流入量・流下時間等から決定する。
 ②受持ち区間内に１か所危険箇所（区間内で一番初めに氾濫が開始する箇所で背後地に住家等がある箇所）を設定する。
 ③危険箇所で氾濫開始する水位を、水位計設置箇所の水位に換算する。（氾濫開始相当水位）
 ④氾濫開始相当水位から、リードタイムとして1時間で上昇すると見込まれる水位（避難時間等を勘案）を引き去り、氾濫危険水位を設定する。
 ⑤氾濫危険水位からリードタイムとして1時間又は30分で上昇すると見込まれる水位を引き去り、避難判断水位を設定する。
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２　図表4-8　岩手県知事が行う水防警報　　※P138～143

【解説】

変更前

P139 変更後

（３）水位周知河川等の新規指定について
　　令和７年３月21日付で滝名川、普代川を水位周知河川として新規指定したことに伴い更新する。
　　令和７年５月27日に指定予定である米内川、黄海川についても更新する。

※変更点として担当機関毎に並べ替えを行った。



8 ページ

３　図表4-9　県水防警報連絡系統図　　※P144～164

【解説】

　

P153 変更前 変更後

（１）水位周知河川の水位超過情報（避難判断水位・氾濫危険水位）の伝達について（全地区）
　　県管理河川の水位周知河川の水位超過情報（避難判断水位・氾濫危険水位）について、住民への周知をより効率的・効果的とするため、令和５年10月から新聞社への伝達を追加した。
　　今年度新規１件追加する（随時追加）。
　　電話番号の修正

（２）盛岡（２河川）、千厩及び岩泉地区の伝達系統図について
　　令和７年３月21日付で滝名川、普代川を水位周知河川として新規指定したことに伴い更新する。
　　令和７年５月27日に指定予定である米内川、黄海川についても更新する。

◆参考：水位周知河川及び水防警報河川について
　①水位周知河川について（水防法第13 条第２項）
　　 河川管理者は、河川の水位が避難判断水位及び氾濫危険水位に達したとき、水防管理者等に河川水位を通知し、必要に応じて報道機関の協力を求めて一般に周知する。
　②水防警報河川について（水防法第16 条）
　　 河川管理者は、河川の水位が水防団待機水位及び氾濫注意水位に達したとき、水防管理者等に、水防団及び消防機関の活動の目安として、水防警報を発令する。

変更箇所について、

盛岡地区のみ抜粋

変更箇所について、

盛岡地区のみ抜粋
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４　図表5-5　危機管理型水位計による水位の観測箇所一覧　※P218～232

【解説】

　

P218 変更前 変更後

（１）危機管理型水位計の新規設置について
　　令和６年度に見前川（矢巾町）島橋に危機管理型水位計を新規設置したことに伴い更新する。
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４　図表5-5　危機管理型水位計による水位の観測箇所一覧　※P218～232

P219 変更前 変更後
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